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た板谷

の開発

シｰク

と処理

最近化学工業薬品関係製紙産業等の進歩とともに

粘土鉱物を処理1加工した粉材(主としてクレｰ原料)の

需要は増加の一途をたどっている､最近｢ろう石｣そ

の他の粘土鉱物からなる鉱石の用途に着員し山元の採

掘粉砕の機械化鉱石のクレｰ製造方法の近代化を行

なっている鉱山として岡山県三石町の大平鉱山広島

県庄原市の株式会社勝光山鉱業所等が挙げら毒偽｡こ

れらのうち約!0年前から急速な発展を遂げたザ板谷ジ

ｰクライト化嬢株式会杜が経営する鉱山の稼行状況を紹

介しよう.

｢板谷ジｰクライト鉱山Jの鉱床は山形県米沢市大字

四郎右衛門沢地内にあり奥羽本線板谷駅の南直距約

4.2km吾妻火山の北東縁で標高約950臓の辺郡な火山

台地に存在する.鉱床は両輝石安山岩および安山岩質

.凝灰岩を母岩とする偏平塊状の熱水成交代鉱床で約

300万トンの埋蔵量カミあるといわれる｡鉱有は絹雲母

カオリナイトおよび石英から匁りモンモリ浜ン石黄

鉄鉱等を伴い軟質で塊状のものが多い｡

山元での採掘は東西および南北方向に“碁盤の目宝量の

ように掘られた坑道によって行なわれ露天採掘場には

ブノレドｰザｰショベルロｰダｰ等カ夏作業している.

鉱石は架空索道でクレｰ工場に運ばれクレｰ製造工

程図に示される順序の流れ作業で処理される吉黄鉄鉱

の分離回収に浮遊選鉱を行ない水酸化鉄の除去にイオ

ン交換機を稼動させている粘土鉱山は全国でもここだ

けであろう.

きわめて綴密に設計された講設備と処理工程によっ

板谷ジｰクライトクレｰの生産量推移
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て製造されたクレｰは

上野三義

用途別商品名を

皿｡用ジｰクライト

農繁用ジｰクライト

製紙用(アｰト紙用を含む)ジｰクライト

織布用ジｰクライト

と称し昭和36年度のこれらの生産量は合計77,800トン

と公表されている.(筆者は非金属課)

ジｰクライト(クレｰ)製造二〔1稚園
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コニカルミルによる徴粉砕

インペラルプレｰ力-微粉涛

ンｰキｰ分級機による粒度選別

チュｰブミルによる微粉碑

板谷粘土鉱床と山元の全景
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脱色漂白装置

圧搾プレス機で脱水

経て製粉袋詰め作業

ロｰタリｰキルンで乾燥
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マルチク1コン水簸装置�


